
　
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は
、

障
害
者
基
本
法
に
定
め
ら
れ
た
障

害
者
週
間
で
す
。
障
害
者
が
社
会
、

経
済
、
文
化
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を

促
進
す
る
た
め
に
障
害
者
週
間
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が

尊
重
さ
れ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
参
画
し
、
差
別
さ
れ
な
い
、

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に

暮
ら
し
や
す
い
社
会
（
共
生
社

会
）
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
障
害
の
様
々
な

「
不
便
」
や
「
困
難
さ
」
を
理
解

し
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
を
持
っ

て
障
害
者
に
接
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
が
あ
る
こ
と
で
不
自
由
は
あ

り
ま
す
が
、
周
囲
の
理
解
や
配
慮

が
あ
れ
ば
、
で
き
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
、
日
常
生
活
も
送
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
障
害
と
い
っ
て
も
外
見
で
は
分

か
ら
な
い
障
害
も
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
障
害
の
特
性
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
共
生
社
会
を
作
る
た
め
、

「
誰
か
の
不
便
」
を
「
み
ん
な
の

使
い
や
す
さ
」
に
変
え
る
こ
と
を

目
指
し
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
市
内
の
主
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
障
害
者
に
関

係
の
あ
る
公
的
機
関
、
障
害
の
特

性
や
接
し
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
障
害
は
誰
に
で
も
生
じ
る
可
能

性
の
あ
る
も
の
で
す
。
こ
の
機
会

に
障
害
に
つ
い
て
御
理
解
い
た
だ

き
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
☎
内
線
２
５
９
）
へ
。

主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
学
校
の
体
験
学
習
に

指
導
者
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

桐
生
点
訳
文
化
会

　
図
書
や
情
報
紙
な
ど
視
覚
障
害

者
が
希
望
す
る
資
料
を
点
訳
し
て

い
ま
す
。

活
動
日
・
時
間
＝
毎
週
木
曜
日
／

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

桐
生
朗
読
奉
仕
会

　
図
書
や
情
報
紙
な
ど
視
覚
障
害

者
が
希
望
す
る
資
料
を
音
訳
し
て

い
ま
す
。

活
動
日
・
時
間
＝
不
定
期

手
話
サ
ー
ク
ル
桐
の
葉
会

　
「
手
話
」
の
学
習
を
通
し
て
聴

覚
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
手

話
の
普
及
・
周
知
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

活
動
日
・
時
間
＝
昼
の
部
…
毎
週

月
曜
日
／
午
前
10
時
～
正
午
、
夜

の
部
…
毎
週
火
曜
日
／
午
後
７
時

～
９
時

桐
生
要
約
筆
記
会

　
手
話
を
日
常
的
に
使
用
し
て
い

な
い
難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
な
ど

の
た
め
に
、
話
の
内
容
、
会
議
の

進
行
な
ど
を
筆
記
通
訳
し
て
い
ま

す
。

活
動
日
・
時
間
＝
毎
月
第
２
・
４

水
曜
日
／
午
前
10
時
～
正
午

障
害
者
に
関
係
の
あ
る

公
的
機
関

桐
生
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

43
０
１
８
３
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
46

４
１
６
６
）

　
平
成
21
年
、
桐
生
市
の
福
祉
の

拠
点
と
し
て
、
旧
南
中
学
校
校
舎

を
利
用
し
て
開
設
し
た
施
設
で
す
。

　
障
害
者
福
祉
や
地
域
福
祉
の
推

進
を
図
る
た
め
、
機
能
訓
練
事
業
、

意
思
疎
通
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
桐

生
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
や

次
に
紹
介
す
る
点
字
図
書
館
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
当
施
設

内
に
あ
り
ま
す
。

　
１
階
の
「
交
流
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
障
害
者
が
支
援
員
な
ど
と
協

力
し
て
食
事
や
飲
み
物
、
生
産
品

な
ど
の
販
売
を
行
っ
て
い
て
、
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
ど
な
た
で
も

利
用
で
き
ま
す
。

桐
生
市
立
点
字
図
書
館
（
☎
45
０

０
８
６
）

　
昭
和
39
年
１
月
に
県
内
初
の
点

字
図
書
館
と
し
て
開
設
し
、
現
在

で
も
県
内
の
点
字
図
書
館
は
、
ほ

か
に
県
立
点
字
図
書
館
の
み
で
す
。

　
点
字
図
書
館
は
、
視
覚
障
害
者

を
対
象
に
、
点
字
図
書
、
録
音
図

書
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
紙
な
ど
の
定
期
刊
行

物
や
取
扱
説
明
書
、
バ
ス
の
時
刻

表
な
ど
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
点

訳
や
音
訳
し
て
視
覚
障
害
者
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
点
訳
は
「
桐
生
点
訳
文

化
会
」
、
音
訳
は
「
桐
生
朗
読
奉

仕
会
」
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

て
い
ま
す
。

桐
生
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
46
４
１
６
５
桐
生
市
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
内
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
様
々
な

側
面
か
ら
支
援
す
る
機
関
で
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支

援
、
情
報
の
収
集
・
提
供
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
学
習
・
広
報

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
、
平
日
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
９
時
30
分
ま
で
、

土
・
日
曜
日
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
15
分
ま
で
で
す
。

障害者理解のために
～誰もが安心して
　　暮らし続けられる社会を目指して～
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障
害
の
特
性
や
接
し
方

視
覚
障
害
者

・
目
が
不
自
由
な
人
は
、
ま
わ
り

の
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
人
の
「
目
」
に
な
る
気
持
ち

が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
道
を
尋

ね
ら
れ
た
り
、
誘
導
す
る
と
き
に

は
、
具
体
的
な
言
葉
で
状
況
を
説

明
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・
目
が
不
自
由
な
人
は
、
ど
こ
に

何
が
有
る
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

分
か
り
や
す
く
、
具
体
的
な
説
明

が
喜
ば
れ
ま
す
。
物
の
位
置
を
示

す
と
き
に
は
、
時
計
の
文
字
盤
に

見
立
て
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

聴
覚
障
害
者

・
耳
が
不
自
由
な
人
は
、
話
し
言

葉
だ
け
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
苦
手
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

方
法
で
「
会
話
」
し
て
く
だ
さ
い
。

「
手
話
」
が

分
か
ら
な
い

場
合
で
も
、

身
振
り
手
振

り
で
会
話
を

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
耳
が
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
、

目
か
ら
入
る
情
報
が
特
に
重
要
で

す
。
「
文
字
」
や
「
絵
」
で
気
持

ち
が
通
じ
ま

す
。
身
振
り

手
振
り
で
の

会
話
が
難
し

い
と
き
に
は
、

「
筆
談
」
を

試
み
て
み
ま

し
ょ
う
。

肢
体
不
自
由
者

・
車
い
す
や
装
具
を
使
っ
て
い
る

人
に
は
、
気
付
き
に
く
い
不
便
な

点
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
手
伝
い

が
必
要
か
、
ま
ず
聞
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。
困
っ
て
い
る
場
面
を
見

か
け
た
ら
、
望
ま
れ
る
方
法
で
さ

り
げ
な
く
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

内
部
障
害
者

・
内
部
障
害
の
あ
る
人
の
中
に
は

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
優
先
席
付
近
で

は
、
混
雑
時
に
は
携
帯
電
話
の
電

源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。
マ
ナ
ー

と
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。
電
車
や
バ
ス
に
乗

っ
て
い
る
と
き
に
は
、
目
に
見
え

な
い
障
害
の
こ
と
も
思
い
出
し
て

く
だ
さ
い
。

知
的
障
害
者

・
知
的
障
害
が
あ
る
人
は
、
自
分

の
意
思
を
表
現
し
た
り
、
相
手
の

言
葉
や
気
持
ち
を
理
解
し
た
り
、

判
断
し
た
り
す
る
こ
と
が
苦
手
で

す
。
優
し
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、

話
し
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
何
か
を

尋
ね
ら
れ
た
と
き
に
は
、
ゆ
っ
く

り
、
丁
寧
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

精
神
障
害
者

・
精
神
障
害
が
あ
る
人
は
、
ス
ト

レ
ス
に
弱
く
、
小
さ
な
ス
ト
レ
ス

で
も
不
安
に
な
り
や
す
い
人
も
い

ま
す
。
一
見
し
て
は
障
害
が
分
か

り
に
く
い
た
め
、
誤
解
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。
ま
ず
、

本
人
の
ペ
ー
ス
で
の
話
に
耳
を
傾

け
ま
し
ょ
う
。

発
達
障
害
者

・
発
達
障
害
が
あ
る
人
は
、
一
度

に
複
数
の
こ
と
を
指
示
さ
れ
る
と

混
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。
指
示
を

す
る
と
き
は
一
つ
一
つ
段
階
的
に

伝
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
伝

え
方
に
つ
い
て
は
、
曖
昧
な
言
い

方
は
避
け
、
短
く
簡
潔
な
言
い
方

で
具
体
的
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

特集：障害者理解のために

障
害
者
差
別
解
消
法

が
来
年
４
月
に
施
行

さ
れ
ま
す

　
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
障
害
者
差
別
解
消

法
）」
が
平
成
28
年
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
、
障
害
の
あ

る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ

と
で
、
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
る

社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

法
律
の
中
で
は
、
会
社
、

お
店
、
役
所
な
ど
で
の
「
不

当
な
差
別
的
扱
い
」
と
「
合

理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」

を
差
別
と
し
、
差
別
解
消
の

措
置
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

障
害
に
関
す
る
差
別
で

困
っ
た
と
き
は
、
市
役
所
１

階
の
福
祉
課
（
☎
内
線
２
５

９
）、
又
は
保
健
福
祉
会
館

１
階
の
障
害
者
基
幹
型
相
談

室
（
☎
43
０
２
９
４
）
へ
御

相
談
く
だ
さ
い
。
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